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今
年
の
大
会
は
、
平
成
２６
年
６
月

１４
日
（
土
） 

穴
生
ド
ー
ム
で
開
催
。 

 
研
修
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
ク
ラ
ブ
、
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
一
般
か
ら
２０
名
、
お
孫
さ
ん
２１

名
な
ど
、
６１５
名
が
参
加
。
開
会
式
は
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
聖
火
台
点
灯
か

ら
、
選
手
宣
誓
へ
と
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
号
令
の
も
と
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
競
技
開
始
。 

 

「
急
が
ば
回
れ
」「
玉
入
れ
」「
ア
ン
パ

ン
に
ほ
え
ろ
！
」
と
進
み
、
午
前
最
後

の
「
レ
ッ
ツ
炭
坑
節
」
で
踊
り
の
輪
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。 

 

昼
食
後
、
素
晴
ら
し
い
紅
白
応
援
合

戦
が
展
開
さ
れ
た
。
紅
組
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８

な
ら
ぬ
、
Ａ
Ｎ
Ｏ
２７
の
「
よ
さ
こ
い

（
恋
）
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」

の
華
や
か
な
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

黒
田
官
兵
衛
の
赤
合
子
兜
姿
の
旗
振
り

も
現
れ
た
。
続
い
て
白
組
は
、「
コ
ン
バ

ッ
ト
マ
ー
チ
」
と
三
三
七
拍
子
で
の
勇

壮
な
シ
ニ
ア
大
学
生
の
立
ち
姿
が
会
場

を
魅
了
し
た
。 

 

そ
の
後
の
競
技
、
「
手
を
つ
な
ご
う
」

「
穴
生
タ
イ
フ
ー
ン
」
「
レ
レ
レ
の
レ
」

も
順
調
に
進
み
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員

で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
踊
り
明
か
そ

う
」
で
閉
幕
。 

結
果
は
、
１４１
対
１３９
と
２
点
の
僅
差

で
紅
組
勝
利
と
な
っ
た
。 

★入学おめでとうございます★ 
 

着任して１年。研修生の皆さんと 

できる限りお話ししたいと思って  

いましたが、３大行事以外ではなか 

なかご一緒する機会を作れずにいま 

した。今年は、「ふれあい昼食会」  

などにできる限り参加させてもらい、 

よりよい穴生学舎にするための知恵 

やヒントをたくさんいただきたいと思っています。 

皆様におかれましては、これからの研修で楽しい出会

いや発見がありますよう、願っています。 

         穴生学舎 所長 日野 俊彦 

スポ大２０１４によせて 
 

「よーい、ドン」。笛が鳴ると同時に 

猛ダッシュ。どの競技も速いこと。  

そんなに速く走るとけがするぞ、  

と思っていたら！「アンパンにほえ  

ろ！」では、梯子をくぐる時に転んで、 

カットバン治療が２～３名。 

午後からは恒例の競技、応援合戦。 

応援団の皆さま、一ヶ月もの練習の成果発表です。紅組

も白組も、観覧のお客様も皆、大変喜んでいました。あ

りがとう。この競技も復活した当初は、仮装がメインだ

ったとか。見てみたかったですね。 

最後に、ボランティア、クラブ、同好会及びスタッフ

の皆さまのおかげで、今年のふれあいスポーツ大会が終

了したことを、心から感謝申し上げます。 

ふれあいスポーツ大会実行委員長 田中 哲夫 

「みんなでストレッチ、１・２・３！」 

日野所長 

田中委員長 


